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158 第二次産業革命と帝国主義の成立

工業化の発展と帝国主義
帝国主義は論者の立場により定義が異なる。「世界史Ｂ」と「政治経済」の教科書の各所に分散記述されている帝国主義に

関する知識を、大学入試で出題された知識を中心に、以下にまとめた。

１）1873年から（90年代半ばまで）長期の世界経済不況（「大不況」）と低成長が欧米を見舞った。加えて農業不況も起きた。

不況の原因は、主に次の２つ。

①世界が小さくなりどの国も工業製品を他の国や地域に輸出しやすくなったこと。

「世界が小さくなる」とは、たとえば、1869年の【1: 】の開通、アメリカにおける1869年の【2:

】の開通などを指す。《頻出》 両者は偶然にも同じ年である。

②日本、イタリア、ロシア等でも【3: 】が起こり、競争が激しくなったので、欧米列強は輸入を抑えるため工

業製品について保護貿易政策をとったため、貿易が一層縮小したこと。

２）世界経済不況の中で、1870年代に【4: 】が起こった。

第二次産業革命は【5: 】と【6: 】を新動力源とする技術革新であり、主な分野は鉄鋼・化学・機械などの【7

: 】・電機工業・アルミニウムなどの非鉄金属部門である。これらは、19世紀ヨーロッパにおける科学･技術

の大変貌によって、技術的に用意された。

《比較》1760年代のイギリスに始まった第一次産業革命は石炭と蒸気力を動力源とし、軽工業が中心だった。

第二次産業革命（＝重化学工業化）に最も成功した国はアメリカと【8: 】である！

重化学工業への転換がうまくできなかった【9: 】は長年蓄えた資金力で「世界の工場」から「世界の

銀行」に転身し、発言力を維持した。

３）急速な工業化で伝統的経済基盤を破壊された多くの人々は、移民となって故国を離れた。№141参照。

４）このような新しい産業は、莫大な設備投資を必要とする。例えば、これは20世紀であるが、石油を精製してガソリン、軽

油、重油、アスファルトなどを連続的に作り出す巨大な装置体系（石油化学コンビナート）の構築に、どれほどの莫大な

資金が必要かは想像できるだろう。19世紀後半の第二次産業革命の初期から、産業資本は蓄積した自己資金だけでは、と

うてい重化学工業化を達成できないので銀行資本から資金提供を受けた。莫大な資金を調達、融資した銀行は、もはやた

だの銀行にあらず。産業資本と銀行資本は株式の持ち合いや重役派遣などで結びつき、【10: 】が成立した。

これと同時並行で、自由競争に生き残った大企業はますます資本を集中させ、独占体を形成した少数の巨大企業が生産と

市場を支配した。一般に独占体の３つの形態は、【11: 】・【12: 】・【13: 】である。

【11】：製品の価格などを協定してしまうこと。

【12】：企業合同 同一業種の企業が合併して市場を独占するにいたったもの。

例：アメリカのスタンダード石油トラスト

1970年、日本では八幡製鐵と富士製鐵とが合併して新日本製鐵が発足した。

【13】：多種にわたる企業が銀行資本を頂点に統合、支配されたもの。

例：ドイツのクルップ社、日本の旧５大財閥（三井・三菱・住友・安田・第一）

いまや自由競争はなりをひそめ、西ヨーロッパやアメリカでは19世紀末には少数の巨大企業体（独占体）が生産と市場を

独占する【14: 】の時代に突入した。

金融資本自体も統合され巨大化した。こうして、巨大化した少数の金融資本が、一国の経済を左右しうる段階に達した状

態を【15: 】という。このようにして独占資本主義と金融寡頭制が成立した。

５）金融資本の世界戦略

①大不況の原因の一つは、国内の労働者の賃金があまりにも低く、農民も貧しかったため、自国の産業が創り出す膨大な

工業製品を買う国内の【16: 】が不足していた。これではこれ以上は儲からない。当時の政府にも独占資本にも、

労働者の取り分（賃金）を増やし【17: 】を増大させようという発想はなかった。ケインズ経済学の登場は

1930年代である。

②重化学工業化を支えた技術革新は、それまでとは異なる自然資源を必要とし、それらを安く大量かつ確実に入手するこ

とが差し迫った課題となった。

例：石油、天然ゴム、コルク、鉄、錫、銅、亜鉛、ニッケル････

19世紀末にダイムラーが発明したガソリンエンジン自動車は、ゴムがなければ作れない！

③イギリスなどでは、すでに国内のどのような企業に投資しても利益率はたかが知れていた。

以上①②③を踏まえて出てくる金融資本の世界戦略は、「【18: 】」である。植民地や勢力圏の発展途上の国や

地域に資本を投下することで、一般に海外子会社の設立、外国企業の買収、在外支店の設置などの直接投資と、外国証券

の取得、外国企業への貸付などの間接投資とがある。イメージとしては、植民地や勢力圏の発展途上の国や地域で企業を

起こし生産を行うことである。自然資源の輸送距離が短く、賃金が非常に安く、労働者は無権利だったから非常に高い利

益率が得られる。これを「資本の輸出」と表現するのは、それまでの資本主義諸国が「商品の輸出」を主に行ってきたこ

ととの対比、および、以下の６）で述べるような独特の国家戦略と結びついて大きな歴史的意味を持ったからである。

６）金融資本は政府に対する影響力を行使して、次のようなことをさせた。

①【19: 】を確保する。そのためには【20: 】も辞さない。

1880年代以降、列強はアジア・アフリカに殺到し、植民地や勢力圏を樹立した。特に、この局面を帝国主義と呼ぶ立場

もある。1870年代半ばから1914年以前の時期を「（古典的）帝国主義の時代」と呼ぶこともある。

科学技術の進歩は発達した資本主義国による植民地の征服・支配を容易にした。たとえば、蒸気船の登場で、

季節風や潮流に左右されず兵員や強力な兵器を大量輸送できるようになった。情報手段が発達し、たとえば
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電線1本引けば数百キロでもモールス通信や電話が可能になった。16世紀の銃はアジアの鍛冶屋がいとも簡単

に複製したが、そう簡単には製作できない機関銃が登場した。軍艦は木造ではなく装甲を施した鋼鉄製とな

った。マラリアの特効薬キニーネ（後に合成に成功）が作られた、など枚挙にいとまがない。

②植民地に資本を輸出するための条件を整えること。

その投資は、工場にとどまらず、長大な【21: 】、大規模な【22: 】や【23: 】であることも多い。そ

の形態も様々で、植民地政府に借款を与えて建設させる形式をとる場合さえある。

③金融資本にとって最大のリスクは、植民地における暴動、革命などで投資家や企業の財産が奪われたり破壊されたりす

ることである。このようなことが起きないよう万全の保障を行うこと。すなわち、植民地の「政治的な安定」をはかる

ため、あらゆる手段を講じること。【24: 】の常駐は常識である！

たとえば、1917年、フランスはロシアに投下した莫大な資本を革命で失った。

1970年、チリに議会制のもとで社会主義社会を実現することを目指した世界で初めての政府、アジェンデ政

権が成立し、アメリカ資本による現地企業を遠慮無く国有化した（1973.9.11 ニクソン政権が仕組んだ軍事

クーデタで倒された）。

④膨大な軍事費の負担と徴兵に苦しむ自国民には、あらゆるメディアを動員して歪んだ【25: 】を鼓吹

し、例えば反ユダヤ主義をあおったりして、自分たちは優秀な民族、国民であり前記①②③のようなことは当然で、そ

れらは支配されている地域と人民にとっても利益があるのだと宣伝すること。これによって大衆運動の矛先が金融資本

とその利益に奉仕する政府に向かないようにする。

また、国内の、労働運動、農民運動、社会主義運動、女性解放運動など活発化する大衆運動に対しては、従来の弾圧政

策だけでなく、ある程度譲歩して【26: 】によって労働大衆を体制内に組み込む方策をとること。イギリス

などでは賃金水準もある程度向上した。

７）植民地の形態は、明確に植民地とする他に、条約によって外交権を奪い取って【27: 】にしたり、外交・軍事面で

それに近い強い束縛を課したり、あるいは、領土の一部を【28: 】して権益を確保したりした。

たとえば、アメリカ=スペイン戦争後のパリ条約（1898）で、キューバ独立は認められたが、1902年制定のキ

ューバ憲法にはアメリカのキューバへの干渉権、海軍基地の設置、キューバの他国との条約や借款の制限な

どを認めた事項がアメリカの指示によって書き加えられた。この条項をプラット条項と言う。プラット条項

は1934年に廃止された。

８）1890年代、発達した資本主義諸国は、帝国主義の段階に達した。帝国主義列強間にも巨大な格差があり、工業力・資本力

のあるイギリス・フランス・ドイツは上位に、民族問題を抱えるロシア・オーストリアや工業化の遅れたイタリアは下位

に位置づけられた。急速に工業化した日本は下位から上位に食い込もうとしていた。帝国主義諸国の生命線となる植民地

を争奪する戦争は必然であり、世界は戦争の世紀、20世紀に突入していく。植民地とされた国や地域では、本国の支配、

自国の支配体制と戦う【29: 】が高まり、帝国主義本国では酷使された労働者が激しい労働運動を展開

した。

帝国主義に関する研究
１）帝国主義に関する研究で、ジョン・アトキンソン・【30: 】 John Atkinson Hobson イギリス 1858－1940 を無視すること

は許されないだろう。07M 10W 彼は、南アフリカ戦争に反対し、1902年に『帝国主義論』を著し、特権階級の過剰貯蓄と

労働者を主とする人々の過少消費としてあらわれる富の不公平な分配を強調した。これは、過剰生産と景気変動の説明と

してケインズに継承され、後に「有効需要」の概念に発展した。F.ローズヴェルトのニューディール政策にも影響を与え

たとする説もある。また、帝国主義の経済的動因を、過剰生産による資本の蓄積とその投資先を植民地に求めることであ

ると指摘、「投資のための有利な市場の獲得」をめざす帝国主義は、一般国民の利益にならないと結論づけた。彼は社会主

義者ではなかったが、この分析は、社会主義の立場をとる学者たちに受け入れられ、ヒルファーディングの『金融資本論』

(1910)、ローザ・ルクセンブルクの『資本蓄積論』(1913)、レーニンの『資本主義の最高の段階としての帝国主義』(1917)

などの著作に影響を与えている。まさに、帝国主義の科学的研究の偉大な先駆者である。その主張は当時としては大変ラ

ディカルで、故に大学講師の職を失い、週刊誌に寄稿した。晩年にいたって、マンチェスター大学から名誉博士号を与え

られてはいるが、力と権威ある筋からは冷遇された人生だった。

２）革命家【31: 】は経済学者でもあり、亡命先のスイスで執筆した『【32: 】』（1916、刊行時の正

式書名は『資本主義の最高の段階としての帝国主義（平易な概説）』）において、帝国主義を次のように定義している。な

お、前述のホブソンの主著『帝国主義論』はレーニンの著書の略称と同じになるが、もちろん別の著作。

①独占資本主義の段階に達している。

②金融資本が成立し、金融寡頭制が成立している。

③資本を輸出する。

④資本家の独占団体による世界の分割が完了し、資本の力に応じた再分配をしつつある。

⑤資本主義列強による世界の分割が完了し、軍事、経済、政治的力関係による再分割を行いつつある。

⑥従って帝国主義諸国間の戦争は不可避であり、軍備拡張と思想政策が実施される。

⑦植民地や従属国における民族解放闘争は不可避である。

レーニンの主張の最大の特徴は「帝国主義とは資本主義の特殊な段階である。」と述べ、帝国主義を資本主義の最高の発

展段階、社会主義革命の準備段階と歴史的に位置づけたことである。帝国主義とは「生きながら腐朽せる体制」であり、

社会主義にとって代わらざるをえないという予言的記述は現実のものとはならなかったが、帝国主義についての分析は大

きな説得力があり、今日も影響力を持ち続けている。

レーニンの名言は、「不平等な経済的・政治的発展は資本主義の絶対的法則である」。


